
『
転
識
論
』

に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て

U-1 

宅王

回

諦

静

一、

一
般
に
唯
識
説
と
い
う
と
玄
奨
（
六
O
O｜
六
六
四
）
に
よ
っ
て
中
国
へ
伝
え
ら
れ
た
、
ナ
1
ラ
ン
ダ
学
問
寺
を
中
心
に
さ
か
え
た
護

法
・
戒
賢
か
ら
玄
奨
へ
と
継
承
さ
れ
た
法
相
唯
識
説
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
玄
業
以
前
に
南
海
路
を

経
由
し
て
中
国
へ
来
て
、
法
性
唯
識
説
を
伝
え
た
、
ワ
l
ラ
ピ
l
出
身
の
真
諦
（
し
ん
だ
い
、

3
3
g骨
S
F
四
九
九

l
五
四
六
入
中

国
l
五
六
九
）
が
い
た
。
そ
の
真
諦
に
よ
っ
て
『
摂
大
乗
論
』
及
び
『
世
親
釈
』
、
『
決
定
蔵
論
』
『
転
識
論
』
な
ど
多
く
の
瑞
伽
行
唯

識
学
関
係
の
論
書
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
転
識
論
』
は
、
世
親
（
四
O
O
i四
八

O
）
の
『
唯
識
三
十
頒
』
の
異
訳
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
唯
識

三
十
頒
』
の
偶
頒
を
自
由
に
散
文
体
で
翻
訳
し
て
お
り
、
そ
の
注
釈
の
中
に
、
訳
者
真
諦
の
学
説
で
あ
る
阿
摩
墨
酬
を
説
く
と
い
う
特
徴

な
ど
が
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
『
転
識
論
』
の
三
性
三
無
性
説
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
す
る
次
第
で
あ
る
。

一一、

『
転
識
論
』
の
三
性
三
無
性
説
に
つ
い
て
、

『
成
唯
識
論
』
と
党
文
の
安
慧
の
『
唯
識
三
十
頒
釈
』
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
す
る
次
第
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で
あ
る
。
初
め
に
、
三
性
説
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

『
転
識
論
』
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

第
二
十
、

第
二
十
一
、

如
レ
是
如
レ
是
分
別
、
若
分
ニ
別
如
レ
是
類
、
此
類
名
二
分
別
性
－
。

此
但
唯
有
ν
名
、
名
所
ν
顕
体
実
無
。

此
所
ν
顕
体
実
無
、
此
分
別
者
因
ν
他
故
起
、
立
名
ニ
依
他
性
－

b
静
佐
官
骨
怯
恭
一
島
静
勝
一
即
是
真
実
的
。

党
文

安
慧
釈

義
十
領

よ
る

ヨ
ロ
釦
】
『

g
m
t
E
6
8
9
3島
】
『
包

4
S
E
t
s－ミ
ω件
。
＼

z
z
w
m
－Z
Z
2
g
m
g
ω
S
σ
E
g
g
s
－ι若
宮
、
（
M
O）

宮
g
g三
g
・2
s
g
g
m
g
i
g－
冨
ぽ
胃
巳
苫
可
O
B
E
S
σ
＼

E
S
S
E
ω
骨

8
3目
v
f
g宮

m
m
B
E
E
S
S
Z
B
＼
（
N
H〉

そ
れ
ぞ
れ
の
分
別
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
物
が
分
別
さ
れ
る
。

そ
の
自
性
は
た
だ
通
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
依
他
の
自
性
は
分
別
で
あ
り
、
縁
に
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

何
ん
と
な
れ
ば
、
真
実
な
る
も
の
と
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ

る
。
（
幻
頒
）

（
依
他
性
）
が
前
の
も
の （
却
額
）（

分
別
性
）
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を
常
に
遠
離
す
る
こ
と
で
あ



分
別
縁
所
レ
生

常
遠
一
．
一
離
前
一
性
。

こ
の
対
照
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
転
識
論
』
は
、
偶
頒
〈
詩
）
を
長
行
（
散
文
体
）
で
訳
出
し
て
い
る
。
『
成
論
』
の
訳
と
党
文

の
『
三
十
頒
』
は
同
一
の
文
章
で
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
成
論
』
の
「
此
遍
計
所
執
、
自
性
無
ニ
所
有
一
」
に
対
し
て
、
『
転

識
論
』
は
「
此
但
唯
有
レ
名
、
名
所
レ
顕
体
実
無
」
と
訳
さ
れ
て
具
体
的
で
あ
り
、
ま
た
「
分
別
縁
所
レ
生
」
に
対
し
て
、
「
此
分
別
者
因
レ

他
故
起
」
と
訳
さ
れ
て
説
明
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
所
で
最
も
特
徴
的
な
点
は
「
円
成
実
於
レ
彼
、
常
遠
ニ
離
前
一
性
」
に
対
し
て
、
「
此
前
後
両
性
ー
示
曽
相
離
一
即
是
真
実
性
」

の
訳
出
で
あ
ろ
う
。
こ
の
個
所
は
、
党
文
で
は
、
包

8
g
g
m
g
ω
吉
田
昌

2
8
p
g宮

B
E
g
g
z
Z
（M
H
O
－
色
）
で
あ
る
。
そ
れ

う
え

を
玄
撲
は
「
円
成
実
〔
性
〕
は
彼
が
於
に
常
に
前
の
を
逮
離
せ
る
性
な
り
」
と
訳
す
る
。
こ
の
偶
頒
は
安
慧

P
E
g
g
m
t
（五一

oー

五
七
O
）
の
釈
に
よ
れ
ば
「
真
実
性
は
依
他
性
が
分
別
性
を
常
に
遠
離
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は

『
そ
の
所
取
と
能
取
と
を
依
他
〔
性
〕
が
「
常
に
」
、
す
べ
て
の
時
に
、
完
全
に
「
遠
離
す
る
こ
と
」
、
即
ち
、
そ
れ
が
真
実
性
で
あ
る
』

（

g
g
m『
S
E，m円陣
Z
Z吉
宮
吋
陶
酔
S
E
a
m
s
S
8
2
m
r巴
ω
吾
妻
S
S
E
E
S
S
可
仰

S
3
Z
E
S
S
E－
2mFF同
4
9
5
v

『
成
唯
識
論
』
に
よ
る
。

由
－
一
彼
彼
遍
計

（初）

此
遍
計
所
執

（幻）

依
他
起
自
性

円
成
実
於
レ
彼

遍
二
計
種
種
物
一

自
性
無
－
一
所
有
一
。

と
註
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
真
諦
は
「
前
後
の
両
性
（
分
別
性
・
依
他
性
）
が
い
ま
だ
曽
て
相
離
れ
ざ
る
も
の
」
が
真
実
性
で
あ
る

と
訳
出
し
て
い
る
。
分
別
性
と
は
た
だ
名
称
と
し
て
の
み
顕
わ
さ
れ
、
そ
の
所
顕
の
体
は
無
で
あ
る
が
、
分
別
す
る
は
た
ら
き
は
、
他
を
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縁
と
し
て
起
る
と
い
う
の
が
依
他
性
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
真
実
性
の
「
前
後
両
性
未
曲
品
世
に
つ
い
て
『
転
護
担
些
干
・

二
十
一
頒
の
釈
向
、

若
相
離
者
唯
識
義
不
レ
成
有
一
一
境
識
異
－
故
。
由
ν
不
－
福
離
一
故
唯
識
無
一
議
界
一
。
無
二
境
界
一
故
識
亦
成
レ
無
。
由
ニ
境
無
識
無
－
故
立
－
唯
識

義
一
是
乃
成
立
。

と
解
釈
す
る
。
こ
の
解
釈
か
ら
三
自
性
は
各
々
別
々
に
相
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
一
体
の
も
の
〈
一
体
性
・
不
相
離
）
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
境
（
分
別
性
〉
と
識
（
依
他
性
）
が
相
対
的
に
離
れ
て
、
対
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
無
く
な
っ
た
時
、
ま

た
、
境
と
識
と
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
も
の
と
し
て
存
在
す
る
か
の
ご
と
き
あ
や
ま
っ
た
見
解
を
離
れ
て
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く

一
体
的
存
在
（
不
二
）
で
あ
る
と
認
識
し
た
時
に
境
無
識
無
と
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
唯
識
義
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ

の
境
無
識
無
に
よ
っ
て
成
立
す
る
唯
識
義
は
真
実
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
境
無
識
無
で
あ
る
も
の
（

B
E
g
S）
は
中
観

に
お
け
る
空
性
（
包
ミ
巳
帥
）
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
お
o

真
実
性
に
関
す
る
こ
十
一
頒
後
半
は
玄
撲
に
よ
っ
て
「
円
成

実
〔
性
〕
は
彼
が
燃
に
常
に
前
の
を
遼
離
せ
る
性
な
り
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
真
諦
は
分
別
・
依
他
両
性
と
「
い
ま
だ
曽
て
相
離
れ
な
い
も

の
」
が
真
実
性
で
あ
る
と
訳
出
し
て
い
お
。
こ
の
遠
離

S
E
E
S
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
お
い
て
も
同
じ
く

B
o
S
R
匂
日
ま
と
あ
お
o
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然
る
に
真
諦
は

g
S
B
E
g
s
ゅ

g
S
E
E
S
S
（ω
包
p
m
S
E
E
S）
と
看
倣
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
或
は
彼
独
自
の
三
性
説
即

ち
唯
識
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
真
実
性
と
分
別
・
依
他
両
性
の
関
係
は
相
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
む
σ
こ
の
分
別
・

依
他
両
性
が
不
相
離
と
は
、
真
実
性
に
対
し
て
両
性
が
同
じ
次
元
に
あ
る
も
の
と
し
て
結
び
つ
く
と
言
う
意
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
真
実
性
と
共
に
依
他
性
を
勝
義
と
す
る
思
想
の
反
対
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら

の
本
委
の
主
要
な
問
題
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
は
『
三
無
性
論
吋
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。



い
る
。
さ
ら
に
三
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
功
用
・
作
用
に
つ
い
て
、
『
摂
大
乗
論
』
に
説
か
れ
る
異
門
説
に
よ
っ
て
真
実
性
は
分
別
・
依
他
両

性
を
遠
離
・
捨
遣
し
な
い
で
異
門
（
宮
ミ

S
m〉
と
し
て
の
性
質
に
よ
り
世
界
は
唯
一
絶
対
的
の
真
実
性
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
、
彼
の
三
性
の
一
体
性
と
し
て
の
不
二
性
の
特
質
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
十
・
二
十
一
頒
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『
転
識
論
』
の
十
七
・
十
八
頒
を
参
照
す
る
の
が
便
利
で
あ
お
v

こ
こ
で
も
、
彼
の
訳

出
は
散
文
で
説
明
的
で
あ
る
。
そ
の
十
七
頒
に
「
識
が
転
ず
る
」
（
忌

g
z・
3
z
o
gと
の
に
能
分
別
（
（

t
z
S
9）
と
所
分
別
会
・

停
巴
ミ
巴
と
が
あ
り
、
所
分
別
は
境
を
、
能
分
別
は
識
を
意
味
し
、
所
分
別
の
境
が
無
く
な
れ
ば
能
分
別
の
識
も
生
ず
る
こ
と
が
無
く

な
る
も
の
で
あ
り
（
境
無
識
無
）
、
こ
れ
を
唯
識
義
が
成
じ
得
た
も
の
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
識
の
能
分
別
と
所
分
別
に
つ
い
お
v

起
二
種
種
分
別
等
一
者
二
識
中
皆
具
二
能
所
一
。
能
分
別
即
是
識
、
所
分
別
即
是
境
。
能
即
依
他
性
、
所
即
分
別
性
、
故
云
ν
起
こ
種
種
分

別
及
所
分
別
－
也
。

と
説
き
、
さ
ら
に
こ
の
能
分
別
と
し
て
の
依
他
性
と
所
分
別
と
し
て
の
分
別
性
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
二
種
の
薫
習
を
説
く
中
に
次
の

よ
う
に
言
・
叩
v

一
宿
業
薫
習
二
宿
業
薫
習
執
。
宿
業
黛
習
即
是
所
分
別
為
－
一
分
別
性
一
。
宿
業
黛
習
執
即
是
能
分
別
為
－
敬
他
性
一
。
所
即
為
レ
境
、
能
即

為
レ
識
。
此
二
種
業
名
一
一
相
似
集
諦
一
能
得
ニ
五
陰
生
一
。

と
説
き
、
ま
た
二
種
の
習
気
を
説
く
中
で
－
M
V

一
相
習
気
二
品
重
習
気
。
相
即
煩
悩
趨
、
固
定
依
他
性
、
能
撰
一
一
前
相
貌
一
、
品
重
即
煩
悩
境
、
是
分
別
性
、
境
界
晶
顕
故
也
。
此
二
煩
悩

名
一
一
真
（
集
）
諦
一
能
集
令
－
呆
来
五
陰
一
。

と
説
い
て
い
る
。
二
種
の
薫
習
は
分
別
を
中
心
に
置
い
て
相
似
集
諦
と
し
、
二
種
の
習
気
は
煩
悩
を
中
心
に
置
い
て
霊
諦
と
し
て
い
る
。
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こ
れ
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
れ
v

－l
分
別
性
｜
｜
宿
業
薫
習
I
｜
所
分
別
｜
｜
境
｜
｜
晶
重
習
気
｜
｜
煩
悩
境
｜
｜
有
レ
名
無
体

「
依
他
性
l
l宿
業
黒
習
執
｜
｜
能
分
別
｜
l
識
｜
｜
相
習
気
｜
｜
煩
悩
体
l
l有
ν
体
不
真
実

こ
の
よ
う
に
両
性
の
相
互
関
係
と
そ
の
相
異
点
を
明
白
に
し
て
い
る
。
進
ん
で
、
唯
識
義
を
解
釈
す
お
v

何
者
立
一
一
唯
識
義
一
。
意
本
為
ニ
遣
レ
境
遣
v
心
、
今
境
界
既
無
、
唯
識
文
混
、
即
是
説
－
唯
識
義
成
一
也
。
此
即
浄
品
煩
悩
及
境
界
魁
皆
無

故
。
と
説
い
て
い
る
。
境
を
遣
り
、
心
（
識
）
を
遣
っ
た
と
こ
ろ
の
境
無
識
無
が
唯
識
義
（
真
実
性
）
で
あ
り
、
浄
品
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
す
る
不
浄
品
に
つ
い
苛

由
一
一
如
レ
此
義
一
離
レ
識
之
外
無
ニ
別
境
一
、
但
唯
有
レ
識
義
成
。
既
未
レ
明
レ
追
レ
識
、
惑
乱
未
ν
除
故
名
一
不
浄
品
一
也
。

と
説
い
て
い
る
。
こ
の
識
は
所
分
別
の
境
の
根
拠
（
民

5
3）
と
し
て
の
識
で
あ
り
、
能
分
別
の
識
で
あ
り
、
依
他
性
の
も
の
で
惑
乱

の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
惑
乱
を
い
ま
だ
除
か
な
い
世
界
は
不
浄
品
で
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
は
境
と
識
の
世
界
、
即
ち
阿
羅
耶
識
の
世
界

（
境
界
）
は
い
ま
だ
不
浄
品
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
単
に
境
無
に
よ
る
識
が
た

だ
ち
に
唯
識
義
を
意
味
し
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
境
無
に
よ
る
識
（
阿
羅
耶
識
）
と
境
無
識
無
に
よ
る
識
（
阿
摩
羅
識
）

と
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
真
諦
の
説
く
浄
品
不
浄
品
と
及
び
三
性
と
の
関
係
を
み
る
と
、
そ
れ
は
『
摂
大
乗
論
』
な

ど
の
説
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
解
深
密
経
』
で
は
、
三
性
の
中
心
は
依
他
性
で
あ
る
が
、
染
汚
分
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
浄
分

が
生
ず
る
と
説
く
所
ま
で
に
至
っ
て
い
な
W
F
し
か
し
『
摂
論
』
で
は
、
依
他
性
が
中
心
で
あ
お
v
o

そ
れ
に
よ
れ
ば
依
他
性
は
（
一
）

黛
習
せ
る
種
子
に
繋
属
す
る
と
、
つ
己
浄
品
不
浄
品
に
繋
属
す
る
と
の
こ
性
質
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
金
蔵
土
の
普
鳴

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
摂
論
』
に
は
虚
妄
分
別
の
依
他
性
を
中
心
に
し
た
三
性
説
も
有
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
然
る
に
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『
転
識
論
』
の
そ
れ
は
少
し
く
異
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
問
答
に
よ
っ
て
明
確
に
語
ら
れ
お
v

間
違
ν
境
存
ν
識
乃
可
ν
称
－
唯
識
義
一
既
境
識
倶
遣
何
識
可
ν
成
。
答
立
ニ
唯
識
一
、
乃
一
往
遣
ν
境
留
レ
心
、
卒
終
為
レ
論
、
遺
ν
境
為
レ
欲
ν

空
ν
心
、
是
其
正
意
。
是
故
境
識
倶
混
是
其
義
成
。
此
境
識
倶
混
即
是
実
性
、
実
性
即
是
阿
摩
塁
内
亦
可
ニ
卒
終
予
論
是
阿
摩
羅
識

也。こ
の
問
答
に
お
い
て
、
彼
は
識
有
説
に
立
つ
唯
識
説
と
の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
玄
実
に
よ
っ
て
伝
来
さ
れ
た
三

性
説
と
も
異
っ
て
い
る
。
一
般
に
三
性
説
は
二
分
依
他
性
に
依
り
、
分
別
性
の
墳
を
捨
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
染
汚
分
の
依
他
性
が
除
去

さ
れ
て
、
清
浄
分
の
依
他
性
が
顕
現
す
る
。
こ
の
清
浄
分
の
依
他
性
が
真
実
性
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
分
別
性
を
遮
遣
す
る
こ
と

は
彼
に
よ
れ
ば
「
境
を
遣
っ
て
心
（
識
〉
を
留
め
る
」
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
学
説
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
完
全
な
唯
識
義
（
真
実
性
）

で
な
い
。
故
に
右
の
引
用
の
ご
と
く
「
遺
ν
境
存
ν
識
乃
可
レ
称
－
融
識
義
一
」
と
論
駁
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
彼
の
探
求
す
る
唯
識

義
と
は
「
境
を
遺
る
は
心
を
空
ぜ
ん
と
欲
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説
き
、
そ
れ
は
境
識
倶
混
に
よ
っ
て
成
ず
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
。
こ
の
「
空
心
」
と
は
境
無
に
よ
っ
て
成
立
す
る
心
（
識
）
が
直
ち
に
真
実
性
に
連
な
る
の
で
は
な
く
、
境
無
に
よ
っ
て
成
立
す
る
識

は
相
対
的
に
成
立
し
て
い
る
境
識
の
分
別
性
の
境
を
遮
遣
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
依
他
性
の
識
の
み
が
残
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
識
は

直
ち
に
真
実
性
へ
と
連
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
彼
は
そ
の
よ
う
に
捉
え
な
い
で
、
そ
れ
は
や
は
り
依
他
性
の
識
で
あ
る
と
看

倣
し
、
そ
れ
を
「
心
を
留
め
る
」
と
し
て
い
る
。
「
留
心
」
と
し
て
の
依
他
性
か
ら
真
実
性
へ
倍
入
す
る
に
は
、
そ
の
「
留
心
」
（
識
）

を
さ
ら
に
遮
遣
す
る
・
無
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
っ
て
始
め
て
「
空
心
」
と
成
る
も
の
で
、
そ
れ
が
境
無
識
無
に
よ
っ

て
成
ず
る
真
実
性
（
唯
識
義
）
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
境
無
識
無
・
境
識
倶
混
な
る
識
が
説
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
識
は
縁
起
す
る
も
の
を
縁
起
に
よ
っ
て
生
起
す
る
も
の
と
認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
縁
起
に
よ
る
生
起
を

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）
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『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

も
否
定
す
硲
と
こ
ろ
の
智
慧
（
百
g
m）
の
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
は
清
浄
な
る
智
（
m
g
m
Eム
国
営
乙
で
あ
り
、
阿
摩
羅
識
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
阿
摩
羅
識
は
仏
教
の
理
論
と
し
て
の
悟
り
の
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
空
心
」
〈
宮
ミ
E
p
a＝
乙
と
説
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
縁
起
と
し
て
の
依
他
性
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
有
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
境
無
識
無
・
境
識
倶
混
と
し
ず
ん
表
現

さ
れ
て
い
る
が
、
仏
教
の
原
始
か
ら
説
か
れ
る

3
5
p
r
E
g
〈
あ
る
が
ま
ま
、
如
実
〉
の
世
界
で
あ
り
、
真
如
・
真
実
の
世
界
な
の

で
あ
る
。
こ
の
真
諦
の
真
実
性
、
即
ち
阿
摩
羅
識
と
説
く
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
に
少
し
く
考
察
し
よ
う
。
初
め
に
、

｛
勾
】
「

と
に
す
る
c

『
入
拐
伽
経
』
を
見
る
こ

四
巻
『
梼
伽
経
』
巻
第
一
に

云
長
百
体
ル
ャ
量
↓
名
相
霊
安
想
，
一
。
聖
勢
径
百
党
聖
堂
一
房
長
界
一
。
安
一
成
宮
安
定
一
。

（
大
正
蔵
十
六
、
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四
八
七

c）

と
あ
り
、
十
巻
『
梼
伽
経
』
巻
第
三
に

大
慧
。
何
者
第
一
義
諦
法
体
相
。
謂
諸
仏
如
来
可
墜
孟
字
相
境
界
相
事
相
相
一
、
聖
智
修
行
境
界
行
処
。
大
慧
。
是
名
二
第
一
義
諦

相
諸
仏
如
来
蔵
心
一
。

（
大
正
蔵
十
六
、
五
二
七

c
）

と
あ
る
。
こ
の
拐
伽
経
は
共
に
真
諦
が
中
国
に
来
る
以
前
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
真
諦
の
後
に
訳
出
さ
れ
た
七
巻
『
拐
伽
醤

巻
第
＝
に
も

何
者
円
成
自
性
。
調
離
－
孟
相
事
相
一
切
分
別
一
、
自
証
聖
智
所
行
真
如
。
大
態
。
此
是
円
成
自
性
如
来
蔵
心
。

〈
大
正
蔵
十
六
、
五

九

八

a）



と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
真
諦
入
中
国
約
一

O
O年
以
前
に
漢
訳
さ
れ
た
『
拐
伽
経
』
も
以
後
に
訳
さ
れ
た
も
の
も
変
化
の
な
い
事
が
わ

か
る
。
こ
れ
を
現
存
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

S
可
釦
豆
島
帥
自
己

0
3
Z
E
e
g
o
m
ω
S
F
F仰
g
σ
w
m
g
g
o
u員同日
E
m
W
E
B
－酔g
’ロ帥

g
m
Z
E
E－－m
E
S中
t
E
6
2ル
S
F
F
S骨

g
’

吾
巴
町
三
－
g
g，mmtm盲
目
白
ロ
中
旬

g
q
g
g帥
ミ
と

g
s
・m
m
t
m
o
s
s
o明
白
豆
急
仰
自
己
＠

3
Z
E
8
8
0
m
g
$
5
4
8
Z
S
R
E’

mm一白・円
V
V
中

zzaEロ一一

マハ

l
マ
テ
ィ
よ
、
こ
の
う
ち
で
、
円
成
の
自
性
と
は
何
か
。
す
な
わ
ち
、
相
と
名
と
の
事
物
の
椙
を
妄
分
別
す
る
こ
と
を
は
な
れ
た

真
如
た
る
聖
智
の
境
界
を
証
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
内
証
の
聖
智
の
境
界
で
あ
る
。
マ
ハ

1
マ
テ
ィ
よ
、
こ
の
円
成
の
自
性
こ
そ
如

来
蔵
心
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
真
諦
が
説
い
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
「
こ
の
円
成
の
自
性
こ
そ
如
来
蔵
心
〈

g
s
g丘
中
宮
与
冨
・
宥
宮
古
田
）

で
あ
る
」
と
は
「
真
実
性
即
阿
摩
羅
識
」
に
相
応
す
る
。
故
に
阿
摩
羅
識
に
は
如
来
蔵
心
の
意
味
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
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の
三
性
説
の
淵
源
を
イ
ン
ド
に
求
め
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
阿
摩
羅
識
と
阿
梨
耶
識
の
関
係
に
つ
い
て
『
十
八
空
論
』
で
七
種
真
実
を
明
す
第
三
唯
識
真
実
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
硲
o

第
三
、
明
二
唯
識
真
実
一
、
弁
F

一
切
諸
法
唯
有
－
浄
識
一
無
レ
有
－
誕
疑
一
亦
無
中
所
疑
－
一
O
i－
－
－
－
－
・
但
唯
識
義
有
ν
両。

一
ず
方
処
w
美

容

唯

私

u
i－
即
町
議
識
一
生
；
会
界
上
、
現
箆
一
境
智
両
容
「
一
、
氏
支
哉
一
己
尽

d
d一
方
便
唯
哉
一
也
。

伊
予

J

ト

ピ

a
F
’

ガ

ナ

シ

ル

J
t
ナ
リ

二
明
二
正
観
唯
識
一
。
遣
ニ
務
生
死
虚
妄
識
心
及
以
境
界
一
、
一
切
皆
浄
尽
、
唯
有
二
阿
摩
羅
清
浄
心
－
也
。

一
切
の
諸
法
は
唯
識
性
会
C
F
Z
5
g
g
g）
で
あ
り
、
唯
識
で
あ
る
が
、
真
諦
は
ご
切
の
諸
法
は
た
だ
浄
識
の
み
で
あ
っ
て
能

疑
も
有
る
こ
と
無
く
、
所
疑
も
無
い
も
の
で
あ
る
」
と
説
く
こ
と
と
、
さ
ら
に
方
便
唯
識
と
正
観
唯
識
と
説
く
の
は
真
諦
独
自
の
説
で
あ

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）



『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

る
。
そ
の
方
便
唯
識
と
は
「
唯
有
ニ
阿
梨
耶
識
乙
の
世
界
だ
け
が
有
っ
て
、
他
の
境
界
の
無
い
こ
と
を
観
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
境

智
両
空
、
す
な
わ
ち
阿
摩
羅
識
で
あ
る
浄
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
阿
梨
耶
識
な
る
妄
識
の
世
界
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は

唯
識
説
の
論
理
面
を
説
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
正
観
唯
識
と
は
生
死
虚
妄
の
識
心
と
境
界
と
を
遣
議
し
て
一
切
の
諸

法
が
浄
尽
と
成
っ
て
、
た
だ
阿
摩
羅
清
浄
心
（
白
目
色
白
・
宮
内

E
Z・0
目
立
巴
あ
る
だ
け
に
な
っ
た
状
態
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
生

死
虚
妄
の
識
心
と
は
『
転
識
論
』
の
第
十
九
鎮
の
註
釈
に
「
依
他
性
は
正
し
く
、
こ
れ
煩
悩
の
体
に
し
て
、
能
く
生
死
の
報
を
得
る
が
故

に
盛
重
と
名
づ
け
硲
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
依
他
性
を
意
味
す
る
と
と
が
解
か
る
。
そ
し
て
境
界
と
は
明
ら
か
に
分
別
性
と
し
て
の
所
分
別

の
墳
で
あ
る
。
故
に
正
観
唯
識
は
依
他
性
と
分
別
性
と
の
両
性
を
遺
蕩
し
た
阿
摩
羅
清
浄
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
唯
識

説
の
実
践
面
を
説
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
正
観
唯
識
に
説
か
れ
る
三
性
説
は
分
別
性
・
依
他
性
の
二
性
を
遮
遣
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
『
転
識
論
』
の
境
識
倶
混
の
真
実
性
を
説
く
三
性
説
と
異
っ
て
い
る
。

【
お
｝

そ
の
阿
摩
羅
清
浄
心
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
・
『
十
八
空
論
』
に
「
阿
摩
羅
識
は
こ
れ
自
性
清
浄
心
な
り
」
と
説
か
れ
る
も
の
と
一
致
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
真
興
（
九
三
四
l
一
O
O四
）
に
よ
っ
て
如
来
蔵
の
意
味
と
理
解
さ
れ
て
い
弱
。

『
転
識
論
』
に
「
此
の
義
に
由
る
が
故
に
、
一
乗
を
立
て
て
皆
菩
薩
道
を
学
せ
令
む
る
な
り
」
と
説
か
れ
、
『
勝
髪
経
』
が
引
用
さ
れ

て
い
硲
こ
と
か
ら
、
こ
の
阿
摩
羅
清
浄
心
は
如
来
蔵
心
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
諦
の
唯
識
鋭
は
玄
撲
の
伝
え
た
法
相
唯
識
説
と
相

違
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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三
性
説
は
そ
の
基
盤
と
し
て
存
在
性
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
自
性

p
s
v
g
g〉
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
つ



の
方
法
に
よ
っ
て
個
別
的
に
認
識
す
る
立
場
で
あ
る
。
『
唯
識
三
十
頒
』
で
は
三
自
性
の
基
盤
と
し
て
の
同
一
性
を
強
調
す
る
た
め
に
一
一
一

性
の
不
一
不
異
を
説
い
て
、
次
の
三
無
自
性
を
説
く
の
で
、
い
ま
は
そ
の
順
序
に
従
っ
て
、
不
一
不
異
説
を
、
『
転
識
論
』
『
唯
識
三
十

『
成
論
』
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
見
ょ
う
。

『
転
識
論
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
句
。

第
二
十
二
、
是
故
前
性
於
ニ
後
一
性
不
レ
一
不
レ
異
、

加
一
一
議
常
与
一
一
有
為
法
一
亦
不
ν
得
三
定
説
二
一
異
一
。

若
不
レ
見
二
分
別
性
一
則
不
レ
見
－
散
他
性
一
是
故
不
ν
一
不
レ
異
。

党
文
『
安
慧
釈
唯
識
三
十
頒
』
に
よ
弱
。

公買
も＝主岱

e
g
g
s
－4
E
3・
z
gミ
与

3
2
2ロ
許
可

9gσ
＼
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S
5
6
3
E
S仏
ユ
ミ
0
・
己
注
吋
明
神
＠
．
盟
国

2

8
仏芯
3
g
＼
（
M
M）

こ
の
故
に
、
そ
れ
〔
真
実
性
〕
は
依
他
〔
性
〕
と
一
で
な
く
、
不
異
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

無
常
性
等
の
如
く
に
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
〔
真
実
性
〕
が
見
ら
れ
な
い
時
、
そ
れ
〔
依
他
性
〕
は
見
ら
れ
な
い
。

『
成
唯
識
論
』
に
よ
お
o

〈
忽
〉
故
応
－
gd
一
一
依
他
一
札
レ
国
枠
制
仇
一
不
田
弐

如
一
一
無
常
等
ぜ
J

一
生
一
一
台
見
レ
比
佐
F
1
7－ハ

（

n頒）

そ
れ
に
つ
い
て
安
慧
は
依
他
性
を
三
性
の
中
心
に
お
い
て
い
る
。
安
慧
は
「
真
実
は
依
他
の
法
性
と
言
わ
れ
る
、
そ
れ
故
に
真
実
は
依
他

よ
り
異
な
る
で
も
な
く
、
異
な
ら
無
い
の
で
も
無
い
」
と
説
き
、
ま
た
「
真
実
が
依
他
を
離
れ
て
異
っ
て
有
る
と
す
る
な
ら
ば
、
実
に
依

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）



『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

他
は
分
別
か
ら
離
れ
て
独
立
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
説
き
、
ま
た
、
「
〔
真
実
の
自
性
が
依
他
の
自
性
に
〕
異
な
ら
無
い
の
で

も
無
い
な
ら
ば
、
ま
た
真
実
の
〔
自
性
〕
は
清
浄
を
縁
と
す
る
こ
と
が
存
在
し
な
く
な
る
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

依
他
性
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
真
実
性
の
側
か
ら
不
一
不
異
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
態
に
よ
れ
ば
「
こ
れ
が
見
ら
れ
な
い
時
」

の
「
こ
れ
」

2
2
1は
真
実
性
の
こ
と
で
あ
り
、
「
そ
れ
」
（

g
）
と
は
依
他
性
を
示
す
と
説
い
て
い
認
。
『
成
量
巴
第
八
に

お
い
て
円
成
実
性
と
依
他
起
性
と
は
非
一
非
異
で
あ
り
、
法
（
依
他
起
性
）
と
法
性
（
円
成
実
性
）
と
は
世
俗
と
勝
義
と
の
相
対
と
し
て

円
割
問
】

有
る
も
の
で
あ
り
、
円
成
実
性
を
証
見
し
な
け
れ
ば
、
依
他
起
性
を
見
な
い
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
真
諦
は
分
別
性
と
依
他

性
の
不
一
不
異
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
安
慧
釈
ま
た
は
『
成
唯
識
論
』
が
円
成
実
性
を
証
見
し
な
い
か
ら
依
他
起
性
を
見
な
い
の
で
あ
る

と
説
く
の
に
対
し
て
、
真
諦
は
分
別
性
を
見
な
い
な
ら
ば
依
他
性
を
見
な
い
の
で
あ
る
と
説
い
て
、
そ
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
両

性
の
不
一
不
異
を
三
方
面
か
ら
次
の
よ
う
に
釈
し
て
い
認
。

（
一
）
分
別
与
－
敢
他
一
定
一
者
分
別
性
決
定
永
無
、
不
レ
為
ニ
五
法
蔵
所
摂
－
、
依
他
性
亦
応
ニ
永
無
一
、
若
爾
便
無
ニ
生
死
解
脱
善
悪
律

戒
法
一
、
此
為
二
不
可
一
。
既
不
ν
知
レ
此
、
故
分
別
性
与
ニ
依
他
性
－
不
ν
得
－
一
定
一
一
。

（
二
〉
若
定
異
者
則
分
別
性
、
便
不
レ
能
レ
遣
こ
依
他
性
一
、
既
由
レ
観
二
分
別
性
是
無
所
有
一
、
方
見
ニ
依
他
性
亦
無
所
有
一
故
不
ν
得
こ
定

異一。
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文
若
分
別
性
定
異
ニ
依
他
性
－
者
分
別
性
体
応
ニ
定
是
有
非
v
謂
ニ
永
無
一
、
有
可
ν
異
レ
無
、
何
所
論
ν
異。

こ
の
よ
う
に
真
諦
の
不
一
不
異
説
は
分
別
・
依
他
両
性
の
不
一
不
異
で
あ
っ
て
、
依
他
性
を
中
心
に
お
い
て
い
な
い
。
ま
た
ロ
包
吋
お
0

．

ω
包
ロ

ω
白
色
「
伽
志
向
刊
の
理
解
に
つ
い
て
、
安
慧
釈
と
『
成
論
』
は

g
E
Z
を
真
実
性
に
、

g
を
依
他
性
に
す
る
の
に
対
し
て
異
な
り
、

真
諦
は

g
g宮
を
分
別
性
に
、

g
を
依
他
性
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
そ
の
両
性
と
真
実
性
の
関
係
に
つ
い
て
な
ん
の
説
明
も
な
い

（三）



の
で
あ
る
。

四

一
般
に
三
性
説
を
論
ず
る
と
三
無
性
説
は
そ
の
理
解
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
か
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
三
無
性
説
が
重
要
な
説
で
あ
る
こ
と
は
『
唯
識
三
十
頒
』
が
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
の
三
億
頒
を
当
て
て
い
る
こ
と

か
ら
も
理
解
で
き
る
。
三
性
と
三
無
性
説
が
一
体
に
成
っ
た
時
に
、
そ
の
意
味
が
浮
か
び
上
る
も
の
で
あ
り
、
三
性
と
三
無
性
説
と
は
表

裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
性

2与
g
g
と
説
か
れ
、
後
者
は
無
性
巳
｝
百

g
r
g
g
と
説
か
れ
る
。
雪
印

F
Z
g
は
す
で
に
説

い
た
よ
う
に
自
性
・
自
然
法
爾
と
し
て
の
あ
り
の
ま
ま
の
存
在
性
を
意
味
し
実
在
の
肯
定
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
巳
σ
2
・

s
g
g
は
無
自
性
、
自
然
法
爾
と
し
て
の
あ
り
の
ま
ま
の
存
在
性
を
否
定
す
る
も
の
で
、
実
在
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
場
合
の
実
在
の
否
定
と
は
単
に
事
物
、
例
え
ば
、
机
や
器
物
な
ど
の
よ
う
な
事
物
・
対
象
物
会

g
Z）
の
存
在
の
否
定
を

意
味
す
る
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
実
在
の
否
定
と
は

2
S
F雪
印
〈
自
性
）
と
し
て
一
切
の
世
界
を
三
つ
の
形
・
相
（
＝
一

自
性
）
と
し
て
捕
ら
え
て
説
い
た
の
に
対
し
て
、
自
然
法
爾
（
苫
芸

S
E
Z）
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・
悟
り
の
姿
・
解
脱
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
停
滞
し
た

の
で
は
、
正
し
い
悟
り
の
姿
・
在
り
方
で
は
な
く
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
否
定
・
超
越
し
て
行
く
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
が

E
宮

S
σ
Z
S
〈
無
自
性
）
の
も
つ
否
定
の
意
味
で
あ
る
。

mgFF帥
g
（
肯
定
）
の
三
自
性
で
は
平
面
的
で
停
滞
し
た
も
の
と
成
り
が

ち
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
三
無
性
観
に
よ
っ
て
否
定
（
ロ
忌

2
5
E
S）
し
て
、
さ
ら
に
三
性
観
に
よ
っ
て
肯
定
（

ω
g
σ
g
g
g）
し

て
行
く
、
こ
の
よ
う
に
限
り
無
く
自
己
の
心
を
深
め
、
浄
め
て
行
く
姿
（
E
S
E－
a
z
m）
を
造
り
出
す
の
が
、
こ
の
無
自
性
巳
官

gv・

E
S
の
も
つ
意
味
で
あ
り
、
三
性
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
は

2与
g
g
か
ら
三
宮

SFF雪
印
へ
至
り
、
そ
れ
か
ら
ま

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）



『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

ま
た

2mvzs
に
達
す
る
一
体
性
（
不
一
不
異
性
）
に
あ
っ
て
、
真
実
性
に
執
着
し
な
い
よ
う
に
真
実
無
性
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
そ

こ
に
停
滞
し
な
い
よ
う
に
、
し
か
も
人
間
の
実
存
世
界
を

2
5
5
S
と
し
て
真
実
に
理
解
す
る
真
実
性
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ

は
真
実
性
・
真
実
無
性
〈
空
）
に
停
滞
し
な
い
よ
う
に
、
空
用
の
行
（
胃

E
J巳
巴
）
が
限
り
な
く
行
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
硲
と
言
う
意

味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

『
転
識
論
』
『
唯
識
三
十
領
』

五
頒
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
転
識
論
』
は
次
の
よ
う
に
説
句
o

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
三
無
性
を
説
く
、

『
成
墜
拙
論
』
の
第
二
士

然
一
切
諸
法
但
有
一
一
三
性
一
摂
レ
法
皆
尽
、
如
来
為
－
衆
生
一
説
一
一
諸
法
無
性
一
、
亦
有
二
三
種
一
。
三
無
性
者
即
不
レ
離
ニ
前
三
性
一
。

（ニ士ニ

公買、＿，分
別
性
名
ニ
無
相
性
一
無
－
砕
相
一
故
。
依
他
性
名
ニ
無
生
性
一
体
及
因
果
無
所
有
。
真
実
性
名
ニ
無
性
性
一
。

此
三
無
性
是
一
切
法
真
実
。
以
－
一
其
離
v有
故
名
レ
常
、
欲
レ
顕
二
此
三
無
性
一
故
、
明
ニ
唯
識
義
一
也
。

党
文
『
安
慧
釈
唯
識
三
十
頒
』
に
よ
一
的
。

（
二
十
四
頒
〉
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（
二
十
五
頒
）

可
Z
E
F
m
z
u占
ω
〈
mwFF帥
agap
可
Z
E
F仰
回
世
巳
官
〈
mVF仰－
Z
広
告

g
ヨ舎帥】『釦

ωmH1d詰門出

MRsg官
官
・
向
日

o
b
詐帥
E
S
ω
〈
ωσ
『
雪
印
件
担
一
一
（

ωω
〉

同】
S
S
H
E－5
z
r哲
宏
ロ
巴

g
－ロルザ

ω
S
Z仰
4
0
．
同
旨

g
f
吉

EHV

E
2ミ回目世
σ『
雪
印

2
8
3ミ・

8ω
円
陣
巳
f
m
g
F
F
帥
〈
白
骨
帥
一
一
（
N
品）

舎
内
肖

g
g仰
告

3
2
5身
F
a
g－
g
M『
E
g
g
F巳
S
F
m
m
f

Z
2向
島
包

ωヨ
冨
吾
帥
『
F
陣〈

g－
S
E
m
i－
副
知
目

u
t
S
3
E
S
－－（
Nm
〉



三
種
の
自
性
に
依
っ
て
三
種
の
無
自
性
の
性
が
あ
る
。

る
と
説
か
れ
る
。

〔
そ
れ
故
に
三
性
と
〕
同
一
場
所
に
お
け
る
一
切
の
諸
法
は
無
自
性
の
性
で
あ

（
二
十
三
頒
〉

れく2も
る8ば：同真常此後初故即 2 如その第
がと様諦如諸由即仏依経でし〔ー
『説には其法レ相密二苫あて真
意い「三 勝事提意生護る、実〔
て前性器義離性説孟巴〕そ性分
論同の説、、前、二、 m o れ〕別
』じこを即亦、次一一、緊そはは性
に立〔分唯即所無：；：：；；立公れ諸無〕
は場無別勃是執自凶こりは法自は
そに性・実真我扶法蟹寺実の昼単
の立〕依性如法性参孟之に第広に

すぞ星島二。常 時警告書長警雪
に説れ性二 - 0 rp識であし
説か俗と十 合 云 ぞ性あるて2号電妻喜 干 士 ぃI~ ..二袋
ご之主き〉 思 量 完売 Z手息
な。、い 〈故四で
い真後う 二に頒あ
の二 十、）る

かのー諦 五そ
え三〔の 頒れま
っ性無立 ）は た
て三性場
無〕空 語次
「性は立 での
三説是つ も〔
無にれて あ依

告守義禁 色豊
三てなし ー〕
性、りて 切は
を三 0 い のそ
離無真る 時れ
れ性俗の
なにので 是無
い依二あ の自
」つ亙る 加扶
とて誌が く性
説三ゲ、 存 で

ぞ壁面易 手 2
い説法三 る
いを無 こか
。て摂性 とく
いしに かし
るてお らて
と皆い
さ尽て 真次

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）
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『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

そ
の
二
十
三
頒
の

g
ヨ
S
3
9
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
の
語
は
玄
・
者
三
宮
g
m
6
2
m
w
号
白
Dmロ
岱
’
口
町
立

0
5ミ
．
に
よ
れ

ば
動
詞
昏
仰
に
は
件
。
目
vE・
g

－mg
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
発
生
し
た

g
召
舎
仰
習
は
不
家
化
調
で

g
t口町
1
虫
色

件。
m
E
F
R
の
意
味
を
持
っ
と
あ
る
。
故
に

mm召
昏
身
”
は
同
じ
場
所
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
三
自
性
も
三
無
性
も
共
に
同

一
の
場
所
を
所
依
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
同
一
場
所
と
は
一
切
諸
法
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
衆
生
に
は
理
解

が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

g
召
昏

3
9
を
「
如
来
為
衆
生
」
と
訳
し
、

「
仏
密
意
」
と
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
唯
識
三
十
頒
』
の
第
二
十
四
頒
に
よ
っ
て
三
無
性
を
見
る
に
無
相
性
は

E
Z
S守
口

5
m
g
g雪
印
で
あ
り
、
無
生
性
は

Eω
〈

a，

ω
ヨ
σ
F
r俗
で
あ
り
、
無
性
性
は

Erszを
巳
仰
で
あ
る
。
そ
れ
を
玄
英
訳
に
見
る
と
第
一
は
相
無
性
で
あ
り
、
第
二
は
無
自
然
性

と
あ
っ
て
、

ω
g苫
ヨ

σ
g
g
を
自
然
性
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
二
種
の
漢
訳
は
妥
当
な
訳
で
あ
る
が
、
第
三
は
逐
語
訳
を
し
な
い
で
な

ぜ
か
「
前
の
所
執
の
我
・
法
を
遠
離
す
る
に
由
る
性
な
り
」
と
達
意
訳
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
三
の
無
性
の
無
性
性
の
意
味
を
取
っ
て

玄
奨
が
意
訳
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
惜
親
に
お
い
て
は
第
一
、
第
二
の
無
性
に
は
共
に
0

・S
（
性
）
の
な
い
形
で
無
性
が
説
か
れ
、
第

( 100) 

一
無
性
の
み
に
0

・3
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
両
無
性
と
真
実
無
性
と
に
明
日
な
相
違
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
諦

の
説
い
た
三
性
説
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
安
慧
釈
で
は
三
官

S
F仰
g
（
第
一
）
、
巴
宮

S
Z
T巳
但
（
第
二
〉
、
巳

fs’

$
g
g
g
（
第
一
ニ
）
と
理
解
さ
れ
て
、
第
一
無
性
を
除
い
て
第
二
・
第
三
無
性
が
同
じ
よ
う
に
無
性
性
旦
宮

S
F
E
S
S
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
世
親
が
前
両
性
を
一
体
と
見
な
し
て
後
の
無
性
と
区
別
し
た
の
に
相
違
し
て
い
る
。
安
慧
は
第
一
の
無
性
に
0

・3
を
用

い
な
い
で
］
鼻
音
吉
’

E
Z
S
F
g
g
と
説
い
て
、
第
二
．
・
三
の
両
無
性
を
同
じ
よ
う
に
0

・S
を
用
い
て

E
e
m
g
F
g
g
g
と
解
釈
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
慧
に
あ
っ
て
は
三
無
性
の
世
界
を
分
別
性
に
お
け
る
無
性
の
世
界
と
依
他
性
・
真
実
性
に
よ
る
無
性
性
の

世
界
と
に
区
別
し
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
世
親
説
と
護
法
説
と
真
諦
説
と
も
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。



『
転
識
論
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
無
相
性
と
無
生
性
〈
依
他
性
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
硲
o

体
似
一
一
塵
相
一
塵
即
分
別
性
、
分
別
既
無
、
体
亦
是
無
也
。
因
亦
無
者
、
本
由
三
分
別
性
為
ν
境
、
能
発
二
生
識
果
、
境
界
既
無
、

生
レ
果
、
如
一
一
種
子
能
生
レ
芽
種
子
既
無
、
芽
従
レ
何
出
、
是
故
無
p
生
也
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
体
と
は
能
分
別
と
し
て
の
依
他
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
分
別
性
と
し
て
の
所
分
別
の
境
を
所
依
と
し
て
成
り

立
つ
も
の
で
あ
る
。
故
に
分
別
性
で
あ
る
境
即
ち
塵
相
は
依
他
相
の
た
め
の
因
と
な
る
。
こ
の
因
に
よ
っ
て
能
分
別
の
識
が
起
る
。
そ
の

識
体
を
果
と
名
づ
け
る
。
故
に
識
体
の
成
立
条
件
で
あ
る
境
（
図
、
対
象
）
が
無
い
な
ら
ば
、
そ
れ
を
依
り
所
と
し
て
成
立
し
て
く
る
識

体
（
識
の
果
）
は
成
り
立
た
な
い
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
境
は
三
性
の
分
別
性
で
説
い
た
如
く
、
そ
れ
は
無
な
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
果
は
成
立
し
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
相
性
と
無
生
性
は
無
性
の
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
を
説
く
酔
雷
鳴
と
し
て
種

子
と
芽
の
鵬
首
喰
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
二
つ
の
無
性
は
因
が
無
い
こ
と
に
よ
り
果
も
無
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
因
果
の
関
係

が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
果
と
し
て
の
識
体
も
不
成
立
と
な
る
。
そ
れ
を
両
性
の
無
所
有
と
説
く
の
で
あ
り
、
そ
の
状
態
が
俗
諦

に
お
け
る
こ
つ
の
無
性
を
意
味
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
次
に
真
実
性
と
し
て
の
無
性
性
に
つ
い
明
、

無
コ
有
性
一
無
二
無
性
一
。
約
二
人
法
一
故
無
一
有
性
一
、
約
一
二
空
一
故
無
二
無
性
一
。
即
是
非
－
有
性
一
非
ニ
無
性
一
故
重
称
一
一
無
性
性
一
也
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
義
に
つ
い
て
、
甚
だ
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
、
真
加
の
非
有
非
空
の
義
を
詮
す
も
の
で
は
無
か
ろ
う
か
と
言

わ
れ
て
い
荷
。
し
か
し
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。
そ
の
無
有
性
と
は
人
法
に
約
す
る
か
ら
無
有
性
で
あ
る
と

説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
安
慧
が
『
唯
識
三
十
頒
釈
』
の
初
め
に
「
法
と
人
と
に
執
着
す
る
人
た
ち
は
加
実
に
唯
心
を
知
ら
な
い
」

（
SRgmw，
宮
島
町
巴
帥

VEE4F220
－2mwsgg昏
苦
手
陣
F
Z
g岳

g

－sst）
と
説
く
と
こ
ろ
の
人
我
・
法
我
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
菅
（

3
5
3・
自
性
〉
な
の
で
あ
る
o

そ
の
人
法
の
富
を
否
定
す
る
の
が
無
有
性
（

E
S
3
5
3・
無
、
無
性
）
と
説

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

玄
何
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『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

か
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
次
に
無
無
性
と
は
「
二
空
に
約
す
る
か
ら
無
無
性
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
空
は
人
我
・
法
我

の
二
つ
が
空
（
否
定
、
b

ロミ
mw

）
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
は
人
我
・
法
我
の
二
空
で
あ
る
こ
と
か
ら
無
性

〈
包
宮

S
F
5
4乙
で
あ
る
。
こ
の
無
性
の
中
に
は
す
で
に
有
性
と
し
て
の
人
法
両
我
は
否
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を

更
に
否
定
し
て
無
無
性
と
説
く
の
は
人
法
両
我
の
否
定
（
二
空
、
無
性
〉
を
も
否
定
（
無
）
す
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
自
性
の
背
定

に
な
る
。
こ
の
無
有
性
・
無
無
性
は
更
に
非
有
性
・
非
無
性
と
言
い
変
え
ら
れ
て
い
る
。
「
無
」
も
「
非
」
も
共
に
否
定
ま
た
は
反
対
の

意
味
を
表
わ
す
語
で
同
一
の
意
味
で
あ
る
。
故
に
、
無
有
性
・
非
有
性
と
は

2
s
g
g
の
否
定
ま
た
は
反
対
の
意
味
で
あ
り
、
無
無

性
・
非
無
性
と
は
旦
宮

g
σ
E
4
9
の
否
定
ま
た
は
反
対
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
無
無
性
・
非
無
性
に
は
『
唯
識
三
十
頒
』
に
お
け
る

二
十
四
頒
の

Z
Z
8
9・E
官
S
Z雪
印
と

g
m
gヨ
ヨ
宰
雪
印
と
の
否
定
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
無
有

性
・
無
無
性
す
な
わ
ち
非
有
性
・
非
無
性
で
あ
る
も
の
が
「
重
ね
て
無
性
の
性
と
称
す
る
」
と
説
か
れ
る
も
の
で
、
第
三
の
勝
義
の
無
性

( 102) 

性
（
宮

g
s帥ユ
Fma巳
宮

S
F
Z
S
S）
な
の
で
あ
る
。
こ
の
無
性
性
は

zzmom－
E宮
g
z？
”
と

E
ω
4
9ヨ
ヨ

σE49
を
否
定
し

た
と
こ
ろ
の
巳
官

S
σ
g
s
s
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
巳
官

S
F
E
S
の
本
質
と
し
て
「
’

S
」
（
性
）
が
有
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
そ
の
ふ
包
は
「
ー
で
あ
る
こ
と
」
と
し
て
有
で
あ
る
意
味
で
、
抽
象
性
・
観
念
・
本
質
な
ど
を
あ
ら
わ
す
接
尾
辞
で
あ
お
。
故

に

E
g
S
F
E
S
S
は
「
無
性
で
あ
る
こ
と
」
の
「
ー
で
あ
る
こ
と
」
〈
み
と
と
し
て
の
有
で
あ
っ
て
虚
無
で
は
な
く

E
S
S
E
gと

し
で
あ
る
こ
と
（
ふ
と
で
あ
る
。

更
に
、
安
慧
は
三
無
性
を
註
釈
し
て
、

z
z
g
p巴
宮

g
v
E
4
9
（
相
無
性
〉
、
三
宮
豆
・
巳

f
m
g
Z雪
印
芯
〈
生
無
性
性
）
、

3
5・

円

m咽
｝

自
智

5
9・白山宮
g
z
r
m
g
〈
最
勝
無
性
性
〉
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
安
慧
釈
は
第
一
と
第
三
は
『
唯
識
三
十
頒
』
と
同
じ
で

あ
る
が
第
二
の

g
m
g
E召
喜
雪
印
を

E
Z
E’E
f
m
g
σ
g
g
g
と
解
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
っ
て
い
る
。
安
慧
の
三
無
性
説
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『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

あ
た
か
も
虚
空
の
よ
う
に
、
す
べ
て
が
無
差
別
で
あ
る
た
め
に
、
離
垢
の
無
変
異
の
た
め
に
真
実
の
自
性
（
宮
ユ
E
8
8宮・
2
S
F
a

rm）
は
最
勝
（
官

g自
身
寄
ω）
と
説
か
れ
る
。
こ
の
故
に
、
そ
の
真
実
の
自
性
は
他
に
依
る
こ
と
を
本
性
と
す
る
一
切
の
諸
法
の

最
勝
で
あ
り
、
そ
れ
が
法
性
（

S
R
B旦
仰
）
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
故
に
、
実
に
真
実
の
自
性
は
真
実
の
無
自
体
の
自
性
性
で

あ
る
か
ら
最
勝
の
無
自
性
性
（
冨

g自
身
手
中
巳
宮

S
F
E
S
S）
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
性
と
三
無
性
に
お
け
る
第
三
性
と
そ
れ
に
依
る
第
三
無
性
の
関
係
を
明
白
に
し
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
の
安
慧
の
理
解

は
真
諦
の
真
実
性
の
理
解
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
真
実
の
無
性
性
が
一
切
諸
法
の
第
一
義
で
あ
り
、
事
如
で
あ
る
。

（仲

E
Z
F
g
d
s・
如
是
有
）
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
悟
る
こ
と

そ
の
真
加
と
は
一
切
の
時
に
（
常
に
）

「
あ
る
が
ま
ま
に
有
る
」

で
あ
る
。
真
諦
は

gヨ
岳
巴
”
を
以
ニ
其
離
p
有
故
名
ν
常
と
解
釈
し
て
い
る
。

け
る
智
慧
で
あ
っ
て
人
法
両
無
我
に
達
し
た
如
実
の
唯
心
〈
苦
手

szs・059自
営
『
乙
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
に
「
一
切
は
唯
だ
表
象

の
識
と
し
顕
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
令
官

S
E自
営

g
g）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
通
達
す
る
こ
と
が
唯
識
説
に
お

け
る
究
極
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
究
極
の
目
的
に
通
達
す
る
修
行
の
方
法
と
し
て
三
性
三
無
性
説
の
観
法
が
議
伽
行
唯
識
学
派
に
説
か
れ

一
切
の
諸
法
を
そ
の
よ
う
に
観
る
こ
と
が
唯
識
説
に
お

( 104) 

る
の
で
あ
ろ
う
。

〔註〕〈
1
）

宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
六
（
岩
波
書
店
・
昭
却
）
で
は
『
『
転
識
論
』
は
『
唯
識
三
十
頒
』
の
異
訳
で
あ
る
と
認
め
る
。
し
か
し
結
城

令
聞
『
世
親
唯
識
の
研
究
』
上
（
P

二
O
、
青
山
書
院
・
一
九
五
六
）
で
は
『
転
識
論
』
は
『
唯
識
三
十
頒
』
の
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
っ
て
異
訳
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。
私
は
こ
の
結
城
説
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
異
訳
説
を
採
用
す
る
。
な
お
『
転
識
論
』
は

テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
印
哲
研
』
六
（
P
四
O
七
l
四
二
七
）
を
用
い
た
。



∞－
F
雪
ゲ
〈
C
m
m目
u
t
S
E
E志位向山内山
Fr
目

u・8
1
8

『
転
識
論
』
（
『
印
哲
研
』
六
）
、
四
二
一
頁
。
た
だ
し
、
二
十
一
頒
後
半
の
訓
読
は
『
新
導
成
唯
識
論
』
八
頁
（
法
隆
寺
、
昭
釘
）
に
よ
っ

た。
〈

c
g
u
t
S
E
E
H
E広
島
E
・
U
S
I
S－

『
転
識
論
』
四
一
二
頁
。

武
内
紹
晃
「
唯
識
思
想
の
中
国
的
屈
折
序
説
」
（
『
佐
藤
博
士
古
稀
記
念
仏
教
思
想
論
叢
』
五
一
九
頁
・
昭
訂
）
、
こ
の

S
E
E
S
「
遠
離

せ
ら
れ
た
る
こ
と
」
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

『
転
識
論
』
四
二
一
頁
。

『
世
親
唯
識
の
研
究
』
上
、
二

O
四
頁
。

大
野
義
正
コ
ニ
性
説
余
論
」
（
『
哲
学
年
報
』
日
輯
、
昭
お
）
一
七
二
頁
。
な
お
、
上
田
義
文
『
仏
教
思
想
史
研
究
』
必
l
U頁
参
照
。

『
三
無
性
論
』
（
『
印
哲
研
』
六
〉
二
五
七
頁
。

長
尾
雅
人
「
転
換
の
論
理
」
（
『
哲
学
研
究
』
四
O
五
号
、
昭
幻
）
、
同
「
異
門

Q
R
B
E）
と
い
ふ
こ
と
ば
」
（
『
宗
教
研
究
』
ニ
巻

四
・
昭
日
）
。
こ
の
異
門
説
に
よ
る
三
性
説
に
あ
っ
て
も
依
他
性
が
中
心
と
成
っ
て
い
る
か
ら
真
諦
の
三
性
説
と
異
っ
て
い
る
。

『
転
識
論
』
四
一
五
頁
。
第
口
煩
の
丘
百

g
m－
B
Z
3
5ゆ
（
玄
撲
は
識
転
変
、
真
諦
は
識
転
）
に
つ
い
て
多
く
の
論
文
が
あ
る
。
そ
の
一

部
を
次
に
あ
げ
る
。

上
田
義
文
「
識
に
関
す
る
こ
つ
の
見
解
｜
能
変
と
能
縁
」
〈
『
結
城
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
）

上
田
義
文
「
〈

C
Eロ
8
R
g
m
g
o
の
意
味
」
（
『
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
』

2
号
・
一
九
六
五
）

長
尾
雅
人
「
唯
識
義
の
基
盤
と
し
て
の
三
性
説
」
（
『
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
』

4
号
・
一
九
六
七
）

『
転
識
論
』
四
一
七
頁
。

（
3
）
岡
、
四
一
八
頁
。

（
3
）
問
、
四
一
八
l
四
一
九
頁
。

楠
臥
竜
「
真
諦
三
蔵
所
伝
の
唯
識
教
理
に
顕
れ
た
る
三
性
三
無
性
論
」

『
転
識
論
』
四
一
五
頁
。

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）

（

U
）
 

（ロ）
（日）

（

M
）
 

（日）
（時）
（口）
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（
『
宗
学
院
論
暢
』

2
、
昭
5
）
、
二
三
一
ー
二
三
ニ
頁
。



『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）

（時）
（叩）
（初）
（幻）
（辺）
（幻）

（
げ
）
問
、
四
一
七
頁
。

勝
呂
信
静
「
初
期
唯
識
説
に
お
け
る
三
性
説
の
構
造
」
（
『
金
倉
博
士
古
稀
記
念
・
印
度
学
仏
教
学
論
集
』
、
一
九
六
六
）
、
二
五
三
頁
。

拙
稿
「
摂
大
乗
論
と
九
識
説
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
泊
の
2
、
昭
釘
）
、
三
O
二
頁
。

『
転
識
論
』
四
一
七
l
四
一
八
頁
。

註
（
印
）
問
、
二
五
八
頁
。

『
党
文
入
拐
伽
経
』
（
南
条
文
雄
校
訂
）

U
・2
－HU－
u
・8
F
菅
沼
晃
「
入
拐
伽
経
に
お
け
る
五
法
説
の
研
究
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
第
5

号
、
一
九
七
一
）
、
二
一
三
頁
。

『
十
八
空
論
』
（
『
印
哲
研
』
六
）
、
一
五
六
頁
。

『
転
識
論
』
四
二

O
頁。

宇
井
伯
寿
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
二
八
三
l
二
八
四
頁
。
『
大
正
』
一
三
、
六
二
三

a
、
『
十
八
空
論
』
一
四
八
頁
。

拙
稿
「
真
諦
の
阿
摩
羅
識
説
に
つ
い
て
」
（
『
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
』

8
号
、
一
九
七
一
）
四
八
・
五
三
頁
。

真
興
述
『
党
哨
日
羅
駄
観
私
記
』
（
『
日
本
大
蔵
経
』
旧
第
7
、
五
二
三
頁
上
、
新
第
お
、
二
五
六
頁
上
）
即
顕
在
纏
加
来
蔵
義
。
知
ニ
慈
尊
一

云
非
ν
染
ニ
不
染
一
。
非
ν
浄
非
二
不
浄
一
。
心
性
本
浄
故
。
由
客
塵
所
染
。
正
与
ν
此
問
。

『
転
識
論
』
四
二
五
・
四
二
七
頁
。

『
転
識
論
』
四
二
一

1
四
二
三
頁
。

ε
r
u
t
g
M
5
3
5
ω
E
E
－－－ 

註
（
mm
）
と
同
じ
。

註
（
初
）
に
同
じ
。

『
新
導
成
唯
識
論
』
第
八
、
三
七
二
頁
。

『
転
識
論
』
四
二
二
頁
。

註
（
初
）
に
閉
じ
。

山
口
益
『
般
若
思
想
史
』
（
昭
剖
〉
、
七
五
頁
。

『
世
親
唯
識
の
研
究
』
上
、
九
七
頁
。
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（

M
）
 

（お）
（お）

（幻）
（お）
（却）
（初）
（剖）
（犯）
（犯）
（鈍）
（お）
（お）
（幻）



（
犯
）
（
羽
）

（

M
W）
 

4
C
m白
同
】

E
B
E
E
S位
向
日
仏

r
E
H・

『
転
識
論
』
四
二
三
｜
四
二
五
頁
、
『
世
親
唯
識
の
研
究
』
上
、
九
七
頁
参
照
。
『
新
導
成
唯
識
論
』
第
九
、
三
九
一
頁
。

円
測
『
仁
王
経
疏
』
（
『
続
蔵
』
一

l
四
十

1
5
、
四
二

O
頁
上
l
下
。
坂
本
幸
男
「
仏
性
論
開
題
」
（
『
国
訳
一
切
経
、
職
制
芭
十
一
）

三
O
六
｜
三
O
七
頁
。

註
（
お
）
に
同
じ
。
玄
撲
は
ロ
ω
ω
g
u詰－召
σ『
帥
〈
仰
を
無
自
然
性
と
訳
し
て
い
る
。

『
転
識
論
』
に
依
他
の
「
無
性
性
」
と
あ
る
の
は
真
諦
の
他
の
訳
例
〈
『
摂
論
釈
』
）
か
ら
見
て
「
無
生
性
」
の
誤
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

『
転
識
論
』
四
二
四
頁
。

『
転
識
論
』
、
四
二
四
！
四
二
五
頁
。

註
（
日
）
と
同
論
文
、
二
三
九
頁
。

ε
r
z
F
5
2
3
5巴
E
E－－
uz
・－H
？

武
内
紹
晃
「
唯
識
思
想
の
中
国
的
屈
折
序
説
」
（
『
佐
藤
博
士
古
稀
記
念
、
仏
教
思
想
論
叢
』
、
昭
釘
）
、
五
一
八
頁
。

勝
呂
信
静
「
唯
識
と
法
性
」
（
『
平
川
博
士
還
暦
記
念
、
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
昭
五
十
年
十
月
）

〈

c
g目utghFHSS巴内
Z
F
F
目

u・
さ
・
ニ
印
I
N
C
・

（
川
崎
）
問
、
目
u
・

8
－MO
l
N品・

( 107) 

（
剖
）
（必）

（伺）
（制）
（必）
（
絹
）
（幻）

（川崎）
〈特）

『
転
識
論
』
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
（
岩
田
）


